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1. 平成28年3月期第2四半期の連結業績（平成27年4月1日～平成27年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

28年3月期第2四半期 43,775 4.3 365 90.8 151 ― 481 ―
27年3月期第2四半期 41,954 △10.0 191 △90.2 13 △99.1 31 △98.3

（注）包括利益 28年3月期第2四半期 △252百万円 （―％） 27年3月期第2四半期 916百万円 （△66.9％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

28年3月期第2四半期 3.73 ―
27年3月期第2四半期 0.24 ―

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

28年3月期第2四半期 123,109 49,068 39.5
27年3月期 127,884 49,584 38.4
（参考）自己資本 28年3月期第2四半期 48,629百万円 27年3月期 49,144百万円

2. 配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無 

 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

27年3月期 ― 2.00 ― 2.00 4.00
28年3月期 ― 2.00
28年3月期（予想） ― 2.00 4.00

3. 平成28年 3月期の連結業績予想（平成27年 4月 1日～平成28年 3月31日）  
（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無  

売上高 営業利益 経常利益 親会社株主に帰属する
当期純利益

1株当たり当期
純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 105,000 6.7 4,000 36.7 3,500 37.1 3,000 87.7 23.22



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無 

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無 

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

（注）詳細は、添付資料Ｐ．３「２．サマリー情報（注記事項）に関する事項 （１）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示」をご覧ください。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
  この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく
四半期財務諸表のレビュー手続は終了しています。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
  本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その
達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及
び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料Ｐ．３「１．当四半期決算に関する定性的情報 (3)連結業績予想などの将来予測情報に関
する説明」をご覧下さい。 

※ 注記事項

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有
② ①以外の会計方針の変更 ： 無
③ 会計上の見積りの変更 ： 無
④ 修正再表示 ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 28年3月期2Q 133,984,908 株 27年3月期 133,984,908 株
② 期末自己株式数 28年3月期2Q 4,761,927 株 27年3月期 4,759,431 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 28年3月期2Q 129,223,699 株 27年3月期2Q 129,899,358 株
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府や日銀の経済・金融政策などを背景に円安基調の継続、

原油安の影響から、企業収益の向上・雇用情勢の改善など緩やかな回復基調があるものの、中国経済の失速懸念と

それに伴う世界同時株安の進行などにより、依然として先行き不透明な状況で推移いたしました。

このような状況の中で、当社グループの当第２四半期連結累計期間の業績は、素形材部門で出荷が増加したこと

などにより、売上高は前第２四半期連結累計期間比1,820百万円増収の43,775百万円となりました。

利益面では、素形材部門における増収の影響などにより、営業利益は365百万円(前第２四半期連結累計期間比173

百万円増益)、経常利益は151百万円(前第２四半期連結累計期間比138百万円増益)となりました。親会社株主に帰属

する四半期純利益は、投資有価証券の売却益、繰延税金資産の積み増しに伴い法人税等調整額を戻し入れたことに

より、481百万円(前第２四半期連結累計期間比450百万円増益)となりました。

　
セグメントの業績は、次の通りであります。

　
「パイプシステム事業」は、売上高につきましては、鉄管部門において小口径管で出荷が減少した反面、大口径

管の出荷が増加したことなどで売上高が増加しました。また、バルブ部門においても出荷が堅調に推移し前第２四

半期連結累計期間比348百万円増収の25,209百万円となりました。

営業利益につきましては、バルブ部門で改善されたものの、鉄管部門において小口径管で出荷が減少したことな

どで、前第２四半期連結累計期間比115百万円減益の330百万円の営業利益となりました。

　
「機械システム事業」は、売上高につきましては、素形材部門を中心に出荷が増加したことなどで、前第２四半

期連結累計期間比1,458百万円増収の8,732百万円となりました。

営業利益につきましては、素形材部門を中心とした増収による増益などで、前第２四半期連結累計期間比278百万

円増益の140百万円の営業利益となりました。

　
「産業建設資材事業」は、売上高につきましては、建材部門において土木製品、建築製品の出荷が低調に推移し

た反面、消音製品、空調製品の出荷が増加したことなどで、前第２四半期連結累計期間比13百万円増収の9,833百万

円となりました。

営業利益につきましては、建材部門において土木製品、建築製品の減収による減益幅が大きかったことなどで、

前第２四半期連結累計期間比191百万円減益の222百万円の営業損失となりました。

決算短信 （宝印刷）  2015年11月04日 11時42分 2ページ （Tess 1.40(64) 20150116_01）

- 2 -

（株）栗本鐵工所(5602) 平成28年３月期 第２四半期決算短信



（２）財政状態に関する説明

当第２四半期連結会計期間末の総資産は、商品及び製品、仕掛品などが増加した反面、現金及び預金、受取手形

及び売掛金、投資有価証券などが減少し、前連結会計年度末比4,775百万円減少の123,109百万円となりました。

一方、負債におきましては支払手形及び買掛金、短期借入金などの減少により、前連結会計年度末比4,259百万円

減少の74,040百万円となりました。

純資産におきましては、その他有価証券評価差額金の減少などにより、前連結会計年度末比516百万円減少の

49,068百万円となりました。

《キャッシュ・フローの状況》

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物(以下、「資金」という。)は、前連結会計年度末より

2,492百万円減少の16,234百万円となりました。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間における営業活動による資金の増加は655百万円となりました。これは売上債権の減少

による資金の増加、たな卸資産の増加による資金の減少などによるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間における投資活動による資金の減少は447百万円となりました。これは主に有形及び無

形固定資産の取得による支出、投資有価証券の売却による収入などによるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間における財務活動による資金の減少は2,698百万円となりました。これは主に短期借入

金の返済、長期借入金の返済によるものであります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

平成28年３月期の連結業績予想につきましては、平成27年５月12日に公表いたしました業績予想から変更はあり

ませんが、平成27年８月27日に開示いたしました「確定拠出年金制度の導入に関するお知らせ」の通り今後、開示

の必要が認められる場合には、速やかにその影響額等について開示いたします。

２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

会計方針の変更

（企業結合に関する会計基準等の適用）

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号平成25年９月13日。以下「企業結合会計基準」という。）、

「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号平成25年９月13日。以下「連結会計基準」という。）および

「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号平成25年９月13日。以下「事業分離等会計基準」という。）等

を、第１四半期連結会計期間から適用し、支配が継続している場合の子会社に対する当社の持分変動による差額を

資本剰余金として計上するとともに、取得関連費用を発生した連結会計年度の費用として計上する方法に変更いた

しました。また、第１四半期連結会計期間の期首以後実施される企業結合については、暫定的な会計処理の確定に

よる取得原価の配分額の見直しを企業結合日の属する四半期連結会計期間の四半期連結財務諸表に反映させる方法

に変更いたします。加えて、四半期純利益等の表示の変更および少数株主持分から非支配株主持分への表示の変更

を行っております。当該表示の変更を反映させるため、前第２四半期連結累計期間および前連結会計年度について

は、四半期連結財務諸表および連結財務諸表の組替えを行っております。

企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58－２項（４）、連結会計基準第44－５項（４）およ

び事業分離等会計基準第57－４項（４）に定める経過的な取扱いに従っており、第１四半期連結会計期間の期首時

点から将来にわたって適用しております。

なお、当第２四半期連結累計期間において、四半期連結財務諸表に与える影響額はありません。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成27年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成27年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 18,776 16,284

受取手形及び売掛金 38,511 33,087

商品及び製品 10,525 12,593

仕掛品 4,933 7,693

原材料及び貯蔵品 2,480 2,448

その他 2,141 2,267

貸倒引当金 △47 △68

流動資産合計 77,320 74,307

固定資産

有形固定資産

土地 15,230 15,230

その他（純額） 17,831 17,935

有形固定資産合計 33,061 33,166

無形固定資産

その他 607 617

無形固定資産合計 607 617

投資その他の資産

投資有価証券 14,907 12,969

その他 2,305 2,438

貸倒引当金 △318 △388

投資その他の資産合計 16,894 15,018

固定資産合計 50,564 48,802

資産合計 127,884 123,109
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成27年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成27年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 26,535 24,842

短期借入金 23,448 21,771

1年内返済予定の長期借入金 2,336 2,298

未払法人税等 218 198

賞与引当金 1,454 1,438

その他の引当金 124 128

その他 5,749 6,094

流動負債合計 59,867 56,772

固定負債

長期借入金 9,443 8,758

引当金 6 3

退職給付に係る負債 6,819 6,812

その他 2,163 1,693

固定負債合計 18,433 17,268

負債合計 78,300 74,040

純資産の部

株主資本

資本金 31,186 31,186

資本剰余金 6,959 6,959

利益剰余金 12,563 12,786

自己株式 △1,092 △1,093

株主資本合計 49,616 49,839

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 3,949 2,850

繰延ヘッジ損益 △5 2

退職給付に係る調整累計額 △4,416 △4,062

その他の包括利益累計額合計 △472 △1,209

非支配株主持分 439 439

純資産合計 49,584 49,068

負債純資産合計 127,884 123,109
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

売上高 41,954 43,775

売上原価 32,279 33,898

売上総利益 9,675 9,877

販売費及び一般管理費 9,483 9,512

営業利益 191 365

営業外収益

受取配当金 147 115

その他 142 85

営業外収益合計 290 200

営業外費用

支払利息 201 187

その他 266 226

営業外費用合計 468 414

経常利益 13 151

特別利益

固定資産売却益 26 －

投資有価証券売却益 － 418

特別利益合計 26 418

特別損失

ゴルフ会員権評価損 0 －

投資有価証券評価損 0 4

その他 0 0

特別損失合計 0 4

税金等調整前四半期純利益 39 566

法人税、住民税及び事業税 62 108

法人税等調整額 △76 △27

法人税等合計 △13 80

四半期純利益 53 486

非支配株主に帰属する四半期純利益 21 4

親会社株主に帰属する四半期純利益 31 481
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四半期連結包括利益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

四半期純利益 53 486

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 504 △1,098

繰延ヘッジ損益 － 7

退職給付に係る調整額 359 353

その他の包括利益合計 863 △738

四半期包括利益 916 △252

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 894 △256

非支配株主に係る四半期包括利益 22 4
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 39 566

減価償却費 1,160 1,217

貸倒引当金の増減額（△は減少） △139 91

受取利息及び受取配当金 △153 △118

支払利息 201 187

有形及び無形固定資産売却損益（△は益） △26 ―

売上債権の増減額（△は増加） 7,112 6,170

たな卸資産の増減額（△は増加） △4,084 △4,797

仕入債務の増減額（△は減少） △1,512 △1,662

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 335 346

有価証券及び投資有価証券評価損益（△は
益）

0 4

有価証券及び投資有価証券売却損益（△は
益）

― △418

有形及び無形固定資産除却損 8 8

その他 △979 △831

小計 1,962 763

利息及び配当金の受取額 231 196

利息の支払額 △205 △175

法人税等の支払額 △106 △129

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,883 655

投資活動によるキャッシュ・フロー

有価証券及び投資有価証券の取得による支
出

△6 △243

有価証券及び投資有価証券の売却による収
入

― 1,031

有形及び無形固定資産の取得による支出 △2,600 △1,168

有形及び無形固定資産の売却による収入 36 0

有形固定資産の売却に伴う支出 △598 ―

貸付けによる支出 △7 △21

貸付金の回収による収入 0 6

その他 △111 △53

投資活動によるキャッシュ・フロー △3,287 △447

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △2,730 △1,677

長期借入れによる収入 ― 500

長期借入金の返済による支出 △1,172 △1,223

リース債務の返済による支出 △37 △33

自己株式の取得による支出 △700 △0

配当金の支払額 △264 △258

非支配株主への配当金の支払額 △1 △4

財務活動によるキャッシュ・フロー △4,906 △2,698

現金及び現金同等物に係る換算差額 24 △1

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △6,286 △2,492

現金及び現金同等物の期首残高 24,577 18,726

新規連結に伴う現金及び現金同等物の増加額 175 ―

現金及び現金同等物の四半期末残高 18,466 16,234
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　該当事項はありません。

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間(自 平成26年４月１日 至 平成26年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント

合計
調整額
(注)１

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)２

パイプ
システム事業

機械
システム事業

産業建設
資材事業

売上高

外部顧客への売上高 24,860 7,274 9,819 41,954 ― 41,954

セグメント間の内部売上高
又は振替高

118 ― 340 458 △458 ―

計 24,978 7,274 10,160 42,413 △458 41,954

セグメント利益又は
セグメント損失(△)

445 △138 △31 275 △83 191

注)１ セグメント利益又はセグメント損失(△)の調整額△83百万円には、セグメント間取引消去18百万円、各報告セ

グメントが負担する販売費、一般管理費、試験研究費の配分差額14百万円及び棚卸資産の調整額△116百万円

が含まれております。

２ セグメント利益又はセグメント損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

(固定資産に係る重要な減損損失)

該当事項はありません。

(のれんの金額の重要な変動)

該当事項はありません。

(重要な負ののれん発生益)

該当事項はありません。
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Ⅱ 当第２四半期連結累計期間(自 平成27年４月１日 至 平成27年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント

合計
調整額
(注)１

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)２

パイプ
システム事業

機械
システム事業

産業建設
資材事業

売上高

外部顧客への売上高 25,209 8,732 9,833 43,775 ― 43,775

セグメント間の内部売上高
又は振替高

99 ― 186 285 △285 ―

計 25,308 8,732 10,019 44,061 △285 43,775

セグメント利益又は
セグメント損失(△)

330 140 △222 247 117 365

注)１ セグメント利益又はセグメント損失(△)の調整額117百万円には、セグメント間取引消去17百万円、各報告セ

グメントが負担する販売費、一般管理費、試験研究費の配分差額24百万円及び棚卸資産の調整額75百万円が含

まれております。

２ セグメント利益又はセグメント損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

(固定資産に係る重要な減損損失)

該当事項はありません。

(のれんの金額の重要な変動)

該当事項はありません。

(重要な負ののれん発生益)

該当事項はありません。
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